
    

 

 

 

 

 

 

先週の一斉下校の際に、体育委員長さん

と副委員長さんが大谷選手からいただいた

グローブでキャッチボールを披露しました。

その後、６年生が実際にそのグローブを手

にはめて、野球（キャッチボール）を体験

しました。大谷選手の願いのとおり、この

グローブをきっかけに野球に興味をもつ子

が出てくるのかもしれませんね。またこの

グローブは、「努力を積み重ねるとこんなに

多くの人に夢を与えることもできる」とい

う象徴のように思います。卒業までにこの

夢のグローブに触れられた６年生の皆さん

は、とってもラッキーですね。 

 

 

 

 

 

社会の学習（３年生）で、２月９日（金）

２時間目に、金沢駐在所の方をお招きして、

お話をしていただきました。

実際にお話をお聞きして、

警察官がどんなの仕事をし

ているのかがよくわかりま

した。 

 

学校到着時間は８：００～８：１０ 

を確認するための学校到着時刻チェックが

スタートしました。期間は、２月１６日（金）

から２月２２日（木）まで

の５日間です。児童玄関で、

各通学班の班長さんが、学

校到着時刻をチェックし

確認しています。 

 

 

 ２月１６日（金）５時間目（２・３組、１

年生）に、外部講師の方々をお招きし、「一南

コンサート（ピアノ演奏を聴く会）」を行いま

した。子どもたちになじみのある「トムとジ

ェリーのテーマ曲」、「アイドル」などをピア

ノで演奏してくださり、のりのりで子どもた

ちは聴き入っていました。ありがとうござい

ました。  

 

 

 

 

 

 

 

２月１９日（月）２時間目（２組・４年生

以上）に、子どもたちの防災意識を高め、自

分たちにできることは何かを考えるため、能

登半島地震の救助隊として実際に豊川市から

派遣された、豊川市消防署の主査さんを講師

に招き、お話を聞きました。 

講師の方から、地震によりどのような被害

があったのか、救助や支援はどのように行わ

れたのかについて教えていただきました。子

どもたちは、日常生活から水や電気、食料が

失われたらどんな生活になるか、石川県では

今もそれらが十分にはなく、不自由な生活を

強いられている方がいることを学びました。

お話をうかがう中で、もっと知りたいことも

たくさん見つかりました。そして、自分たち

にできる備えは何かを考えることができまし

た。ご家庭でもお子さんと話をして、備えを

すすめましょう。 

 

 

 

 

 

 

光る風 
一南小だより Ｒ５ 第３１号 ２月２０日  

 


